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行いながら外来フォロー.9月10日反応なくU

から泡を吹いているところを発見.当院救急搬送

され肝性脳症の再発で当科入院.

【臨床経過】入院時 よ り連 H BCAA製 剤

(500ml/臼)の点滴を施行しなければ意識レベル

の維持は困難であった.入院 43日目には点滴量

は倍量となった.入院51日臼よりレポカルニチ

ン900mg/日内服を開始したところ,徐々に意識

レベルは改善を認め入院 77日目にはBCAA製剤

を中止としたが肝性脳症を発症することなく入

院 101日目に退院した,またレポカルニチン内服

後に変動はあるものの血奨アンモニア濃度は減

少傾向を認めた.

22 糖尿病外来より紹介となった肝障害の1例
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糖尿病患者の死亡原因の8.6%が肝細胞癌であ

るなど,糖尿病と肝疾患との関連は深い.2009年

から2012年までの間に当院で経験 した初発肝細

胞癌例のうち,非B非C肝疾患由来の肝細胞癌

は37例おり,そのほとんどがアルコール飲酒歴

または糖尿病治療歴を有していた.これらの大半

は非消化器科医からフォローされており,多くは

偶発的に発見されていた.結果,ウイルス性肝炎

由来の肝細胞癌と比較 して予後が不良となる傾

向が示唆された.一方で,消化器内科側からみて

も,肝細胞癌患者の糖尿病評価に対する認識は弱

いと言わざるをえない.我々は,院内での勉強会

などを通して,肝疾患と糖尿病との関係を周知い

ただくべく働きかけるよう試みている.ひとつの

成果として,内分泌内科より肝機能障害の相談を

得るようになってきた.ただ,糖尿病患者はその

数が膨大である.医師側からのアプローチでは囲

い込みに限界がある.当院では,糖尿病患者に向

けた啓蒙活動の一環として,関係者により年 1度

寸劇が開催されている.今回,この寸劇に際して

肝臓病教室を広報 し,教室では糖や食事と肝障害

との関係につき講演した.内分泌内科医にもゲス

ト講演にたっていただいた.平時,当院における

リピーター率は500/o程度であったが,この回で

は参加老中70%程度が初めての参加だった.ま

た,これまでの教室では肝臓病での通院歴がある

患者が60-70%程度参加していたが,今回は

20%程度であり,ほかは糖尿病やその他のかか

りつけ患者,または医療機関受診歴のない方々だ

った.初めての試みであり,反省するべき点も散

見するが,これまで情報に触れる機会のなかった

住民や患者群に対して,肝疾患に関連した情報を

提供することができるようになる可能性を感じ

た.

23 当院における肝疾患地域連携パス運用の実際

と今後の課題
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